
令和３年度第１回草津市健幸都市づくり推進委員会における主な意見に対する対応方針等

項目 主な意見 対応方針等 担当課

1

本計画は、草津市の各種関連計画との整合を図りながら健幸なまちづくりの

取組をまとめたものであり、全般的に着実に進められていると思う。もっと

も本計画は多くの計画を束ねたものでもあることから、その評価は個別計画

の評価に依存するものであり、一般に総合的な評価は容易ではない。

資料１では、基本方針ごとの目標、および全体目標が示され、同時に実績値

が示されているが、これに関するコメントが見当たらない。目標の達成状況

を表す指標の設定と評価は容易ではないが、目的に対応する評価指標の設定

が妥当であったか、ならびに目標値と実績値との比較等について何らかのコ

メントが必要と考える。

各指標につきまして一部分析は進めているも

のの、十分な評価・分析までは至っておりま

せん。また、意識調査に基づく指標のため、

明確な分析が難しいものもあります。各指標

の主な関係課とも協議をし評価や分析に取り

組むとともに、第１期計画の指標設定の妥当

性等について検証し、第2期計画策定に反映さ

せてまいります。

健康福祉政策課

2
「歩いて暮らせるまちづくり」がまだ見えてこない。実現可能なのか。子ど

もから高齢者、障害者すべてを対象にしてほしい。

歩いて暮らせるまちづくりの実現のために草

津市立地適正化計画等を策定し、「コンパク

ト・プラス・ネットワーク」のまちづくりに

向けた市の方針を定めたところです。今後

は、各計画の進捗管理を適切に行い、誰もが

住みよいまちづくりを進めてまいります。

都市計画課

3

コロナ禍での健診の受診率の低下は今後も続くと予想する。地域の特性に応

じたコロナ禍での健康づくりに向けた取組の策定をまちづくり協議会に促

し、地域住民に発信していただきたい。

各まちづくり協議会と地域の健康特性や課題

について共有を図り、コロナ禍においても創

意工夫を行い、地域の主体的な健康づくりを

推進してまいります。

地域保健課

第１期

の評価、

進捗等

参考資料６
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4

ワークショップについては、１回で終わらせるのではなく、継続的に多様な

意見を集める場として機能させる方が良いのではないか。このような場を多

く持つことで、健幸に関する市民の理解を深められると思われる。

今後の周知啓発方法等につきまして、ワーク

ショップの開催も含め検討してまいります。

5

全体的にコロナの影響もあり、イベントの中止やオンラインでの開催となり

課題が多く出て来ている。身長別歩幅表示のように、誰もがよく行く場所で

身近に”健幸”を感じられるものがあると良い。ウォーキングイベントでなく

ても、アプリでウォーキングラリーなど。

6
身長別歩幅表示は市庁舎だけでなく、イオンモールやアルプラザなど様々な

人が目にする所に設置できればよい。

7
計画の前提として、持続可能な社会を実現していくためのSDGsとの関わりな

ども、意識していくべきではないか。

8

草津市においては、LGBTQや人種など多様な考えや多様な人を受け入れてい

くような方針が見えていない。これらの課題については、健幸都市のみに関

わる課題ではないが、「こころの健幸」という視点では関わる課題ともな

る。多様性（ダイバーシティ）に関しても、どこかに位置づけていく必要が

あるのではないか。

9

Covid-19によって市民のライフスタイルも変化しており、以前の状態には戻

らないものもある。今後、このような社会情勢の変化の特徴を念頭に置い

て、健幸なまちづくりの観点からの施策検討が望ましいと考える。

周知啓発

等
健康福祉政策課

身長別歩幅表示につきましては、企業等へも

積極的に取組を紹介してまいります。アプリ

につきましては、BIWA-TEKUアプリがござい

まして、県内市町や健康保険組合が参加し、

バーチャルウォーキングラリーやモバイルス

タンプラリー等を行っておりますので、こち

らの周知啓発にも努めてまいります。

第２期

に反映す

べきこと

第2期計画策定につきましては、SDGｓや多

様性（ダイバーシティ）、新型コロナウイル

ス感染症対策等の新しい生活様式等の社会潮

流も考慮しながら策定してまいります。

健康福祉政策課
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10

「しごとの健幸づくり」に草津ブランドや地産地消の概念が入った項目があ

るが、地域産業の活性化がメインとなりそのツールとして地域の産物が挙

がっている。「ひとの健幸づくり」にも明確に「野菜を食べて健康に‼」と

いう記載があると良い。

第２期計画策定については、第１期計画の評

価・分析を行い、「まち」「ひと」「しご

と」の区分けを含め事業の掲載方法等につい

ても検討してまいります。

健康福祉政策課

第２期

に反映す

べきこと
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